
Ⅰ　本年度の重点目標と総括　

Ⅲ　次年度にむけて

令和６年度兵庫県立学校評議員会概要報告（令和７年３月）

Ⅱ　学校関係者からのご意見

≪スクールミッション≫ 本校の校訓「健やかに 伸びよう 汗だして」の理念のもと、実践的な「ものづくり」による専門知識・技能を備え、向上心を持って主体的に行動し、ふるさと兵庫の産業の発展に貢献できる心豊かで、礼節を身に付けた活力溢れる人材を育成する。

ア 本校ビジョンに基づいた基礎・基本教科の徹底と専門教科の充実。

イ 防災教育、環境教育、キャリア教育、情報教育、を柱とした「命の教育」の推進。

ウ 地域社会、地域産業と連携した体験活動および専門技術教育の推進。

エ コンプライアンス（法令順守）アカウンタビリティー（説明責任）を果たす組織の充実。

オ ICTの活用をさらに活発化させるために、より専門的な知識と技術の導入。

ア スクールポリシーに基づいた生徒の資質並びに能力の向上については実践することが出きた。また、各科・教科の特性に応じた教育課程の展開と実践も取組むことが出来た。

イ 各種事業と関連性を持ちながら、防災・環境キャリア教育に取組むことが出来た。情報教育に関しては、新たにＤＸハイスクール事業に取組み情報教育の向上につなげることが出来た。

ウ 「ふるさと貢献事業」を核とした、地域社会への貢献ができた。また、インターンシップや各種業界との連携により、専門性の高い教育活動が展開できた。

エ 個人レベルでの取り組み（法令順守・説明責任）は実践できている。組織としての取組については、啓蒙活動にとどまっており、今後は研修などの場を設けていきたい。

オ ＤＸハイスクール事業に関連し、教育課程の見直し、情報教育関連の機器の導入が進み、ＩＣＴ教育の推進を実践することが出来た。また、組織的なＩＣＴ活用に向けての研修会や実践も取

組むことが出来た。

①総 務 部 … コロナ以前に近い状態で企画・運営ができている。ＨＰを重要な情報発信のツールとしてより充実させている。また、ＰＴＡと連携して積極的な保護者の参画・協力体制を推進している。

②教務情報部 … 生徒の実態に合致した教務規定の改定に向けて取り組んでいる。また、ＢＹＯＤを活用した授業を展開・実施を推進し、各教科間・科目間で情報の共有化が推進できた。

③生徒指導部 … 職員の共通理解と情報共有の徹底が実践できた。生徒指導規則の見直しと生徒会活動の活性化を絡め、生徒の自主性と意見の尊重を実施した。交通安全については、ルールマナーについての啓蒙活動を継続的に行う必要がある。

④進路指導部 … ICTの活用でより良い進路選択が可能となった。素早い情報収集が様々な場面で試験対策につながり、有効的に活用された。特に就職においては、早期の内定につながっている。また、特別支援を要する生徒について、企業の対応情報を収集し活用

できた。進路指導においても極め細やかな面談を重ねたことで、総合型選抜より学校推薦型選抜の活用者が増え、確実な合格に繋がった。

⑤図 書 部 … 図書館の利用環境の改善・整備に取組み。図書館をより有効活用のしやすい利用スペースとした。人権教育については、東高特人教での実践発表会を行うなど内容の濃いものとなった。

⑥保 健 部 … 学校保健・安全については、健康診断結果・保健室来室内容を踏まえながら、必要に応じ対応を実践し、保健室対応の質の向上を図った。アレルギー対応・てんかん対応・救急法・災害事故発生時の救急体制・応急処置について実技を交えた職員研

修を開催した。特別支援コーディネーター２名体制で特別支援教育の視点を踏まえた支援・指導に取組んだ。

⑦機 械 科 … 工業高校生らしい姿と素質の育成に努めた。各種技能検定・技能講習への取り組みを強化した。また資格取得に向けての補習も頻繁に行い、より実践的で詳細な内容の補習が展開され多くの資格取得につながった。

⑧電 気 科 … 困り感のある生徒について情報を共有し、早期発見・サポートに努めた。各種大会に向けて日々練習を積み、高校生ものづくり大会、若年者ものづくり大会に参加し、近畿大会へ出場を果たした。地域貢献についても近隣住民からの依頼に応えること

が出来た。また、工作教室・高齢者向けスマホ教室も実施した。

⑨建 築 科 … 教科指導、資格・検定取得については、放課後の補習・補講に積極的に取組むことにより、国家試験の合格率のUP（前年度より２倍）、高校生ものづくりコンテストにおいては、近畿大会へ出場を果たした。広報活動として、ＨＰ・Ｘ（ツイッター）

などで、建築科の取り組み・学校生活風景などを積極的に配信した。また、建築科作品展や地域貢献活動などを新聞記事に取り上げてもらい、地域に対する報告や受験生への宣伝につながっている。

⑩土 木 科 … 基本的生活習慣を確立、学習能力の向上に取組んだ。特に、資格取得に向けて放課後補習を積極的に行い、科全体で補習体制を確立・定着させ、合格率の向上を目指した。また、科学の祭典や建設業企業説明会などの「産・官・学」が一体となって

実施する行事に積極的に参加し、高度な専門的技術の習得とコミュニケーション能力の向上に努めた。

⑪３ 年 生 … 心身共に成長し、社会人として必要な考え方や教養などの定着に取組んだ。個々の生徒の適性や希望に基づいた進路実現に際し、三者面談を実施して保護者と本人の意思疎通を図り、進路実現を達成させた。

⑫２ 年 生 … 自己肯定感の育成、ルールやマナー遵守の定着に取組んだ。特に校外学習、インターンシップ、修学旅行等の行事を通じて、様々な場面で約束時間等を守ることができた。また、それぞれの適性や希望に基づいた進路実現を目指して、『聴いて』・

『記録し』『管理する』ことの定着と社会人としてのコミュニケーション、挑戦する姿勢の育成に努めた。

⑬１ 年 生 … 心身共に成長し、社会人として必要な考え方や教養などの定着に取組んだ。特に学年集会やLHRを利用し内面的な成長を促すための啓蒙活動や、学期末ごとに三者面談、四者面談を行い保護者の協力を得て、多様性を考慮し個々の成長を支えることが

出来た。また、キャリアパスポートを活用し自らの具体的な目標を設定させ、自ら切り拓く進路指導を展開した。

＊「東播工業に入学させて良かったと思う」に対して、95％の保護者・生徒が「よかった」と回答している。このことから、安心して任せられる学

校であると考察できる。

＊総体的に、先生方の評価が低いように思われる。もう少し自己肯定感をもってはどうか？

＊web回答で、多くの方が意見していることは、非常に関心が高いことと思われる。そのすべてに意味がある。

＊交通マナーなど様々な意見があるようだが、家庭との協力体制の構築が必要かもしれない。学校ができること、出来ないところを明確にするのも

大切である。

＊職員の意見を見ると、環境改善を望む声が多いと思われる。すべてに対応するのはかなり難しいと思われるが、生徒に還元できるような環境整備

であってほしい。

① 時代に見合った専門的知識の習得と実践の必要性

② 個の特性に応じた教育展開と教育提供

③ 地域共存と協力体制の構築

④ 目的意識を持った生徒の受け入れ

⑤ 生徒の社会規範意識の向上

※① 職業人としての素養の修練と、ICTを現代的に活用できる人材の育成 → DXハイスクール事業の実現
※② 誰一人取り残さない教育課程とそれに見合った、評価方法の見直し → 個性に見合った教科指導方法の確立とそれに見合った評価方法の在り方の見直し
※③ 地域の中核となれる学校づくり → コミュニティースクールの推進
※④ 効果的な広報活動と、受験生確保に向けた積極的勧誘 → 科別のSNSの活用と、全県中学校への積極的勧誘活動
※⑤ 社会通念や規範意識の定着に向けての生徒の自主性の向上と、組織的な生徒指導の見直し → 生徒会を中心とした生徒指導規定の見直しと自治運営の推進

【重点目標】

【各部・各科・各学年の総括】

【重点総括】

【次年度に向けて】

【学校評価について】

【本年度見えてきた課題】

＊広報活動に注力していることがよくわかる。HPの改善や使いやすさの向上は特に評価できる。また、部活動の動画配信などとてもよかった。

＊卒業後社会人になり即戦力として期待される分、規範意識やが学習能力をみにつけさせてほしい。

＊生徒に手帳を持たせて、「個人管理」させることは非常に良い。今後も続けてほしい。

＊挨拶をしてくれる生徒が非常に多い。

＊地域への貢献度がよく伝わってくる。

＊交通マナーに関しては、様々な形で関係団体に協力をお願いした方が良い。

＊ICTを活用した教育展開が充実してきている。

＊中学生へのアプローチが重要かもしれない。各中学校を回ってみてはどうか？

＊企業などの補助金の申請なども活用し、幅の広い教育活動を目指してほしい。

＊図書室の活用について、環境整備・運用方法の改善を視野に入れながら、活性化すべきである。

【総括について】


